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茨
城
大
学
農
学
部
の
原
弘
道
准
教
授
と
出
光
興
産
な
ど
は
、
茨
城
県
阿
見
町
で
有
機
農
業
の
共
同
実
験
を
始
め
た
。

出
光
の
微
生
物
を
使

っ
た
農
作
物
に
害
虫
や
病
気
を
付
き
に
く
く
す
る
技
術
と
同
大
な
ど
の
発
酵
も
み
殻
の
堆
肥

（た

い
ひ
）
を
組
み
合
わ
せ
る
。
有
機
農
業
で
も
収
穫
量
が
多
く
見
栄
え
の
よ
い
野
菜
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

収穫量向上狙う
で
、
約
二
百
五
十
平
方
席
の

農
地
を
地
権
者
か
ら
借
り
受

け
た
。

もみ殻堆肥を使 うと作物の生育が

よ くなる (右の列 )。左 は通常の堆

肥を使用 (茨城県阿見町)

微生物・もみ殻で防虫

発
酵
も
み
殻
技
術
は
、
茨

城
大
と
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

の

「
つ
く
ば
バ
イ
オ
マ
ス
も

ヨ  八 経 溢 新 蔚

有
機
農
業
の
共
同
実
験

実
験
に
使
う
農
作
物
は
ジ

ャ
ガ
イ
モ

・
サ
ツ
マ
イ
モ

・

枝
豆
の
三
種
類
。
種
付
け
か

ら
収
穫
ま
で
を
地
元
の
生
産

者
に
委
託
す
る
。
期
間
は
三

月
末
か
ら
十

一
月
ま
で
の
間

茨城大と出光興産

地
中
に
作
る
排
水

用
の
ト
ン
ネ
ル
の
材
料 敷きつめる材料

廃
棄
・焼
却

全国のもみ殻の利用状況 (農林水産省調べ)

農業で地面 代 答亭理
炭化させたもみ殻

床上の

畜舎の床に

などを保護
する材料

み
が
ら
研
究
会
キ

（藤
回
哲

史
会
長
）
な
ど
が
開
発
。
通

常
、
も
み
殻
を
推
肥
化
す
る

の
に
三
年
近
く
か
か
か
る

が
、
同
研
究
会
な
ど
は
約

一

カ
月
で
分
解
発
酵
で
き
る
技

術
を
確
立
し
た
的
こ
の
も
み

殻
推
肥
を
使
う
と
、
こ
れ
ま

で
分
解
し
に
く
か

っ
た
，
グ

エ
ン
な
ど
の
植
物
繊
維
が
糖

分
に
分
解
さ
れ
、
微
生
物
が

繁
殖

し
や
す

い
土
壌

と
な

る
。出

光
は
現
在
、
微
生
物
を

使

っ
た
防
虫

・
防
疫
効
果
を

生
む
技
術
を
多
数
持

つ
。
発

酵
も
み
殻
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
微
生
物
の
効
果
が

向
上
す
る
こ
と
が
分
か

っ
て

お
り
（
実
際
の
農
場
で
栽
培

実
験
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果

的
な
利
用
方
法
を
探
る
。

茨
城
大

の
原
准
教
授
は

「
ま
だ
デ
ー
タ
収
集
の
段
階

だ
が
、
有
機
農
業
の
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
る
は
ず
」
と

話
す
。
今
後
、
発
酵
も
み
殻

を
使

っ
た
自
治
体
ぐ
る
み
で

の
実
証
実
験
を
目
指
し
て
い

る
。有

機
農
業
は
大
量

・
安
定

生
産
が
難
し
い
う
え
、
見
栄

え
が
悪
い
農
作
物
が
出
来
や

す
い
。
害
虫
や
疫
病
に
も
弱

か

っ
た
が
、
微
生
物
を
使

っ

た
技
術
で
克
服
で
き
る
。

化
学
肥
料
や
農
薬
、
遺
伝

子
組
み
換
え
技
術
を
使
わ
な

い
農
産
物
の
生
産

・
販
売
を

後
押
し
す
る
有
機
農
業
推
進

法
の
成
立
な
ど
、
環
境
に
優

し
い
農
業
に
取
り
組
む
事
業

者
を
支
援
す
る
国
や
自
治
体

の
支
援
体
制
が
進
む
。
循
環

型
の
有
機
農
法
モ
デ
ル
が
固

ま
れ
ば
、
自
治
体
単
位
で
の

取
り
組
み
も
活
発
化
し
そ
う

だ
。発

酵
も
み
殻
は
、
す
で
に

業
務
用
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
に

応
用
さ
れ
て
お
り
、
つ
く
ば

市
内
の
飲
食
店
な
ど
で
設
置

さ
れ
て
い
る
。


